
学
生
生
活

図
案
科
想
ひ
出

〔
中
略
〕

予
の
美
校
に
入
學
し
た
の
は
明
治
一
―
―
十

一
年
の
九
月
だ
っ
た
と
思
ふ
。
田

舎
の
中
學
を
出
た
許
り
で
西
も
東
も
判
ら
な
い
。
況
し
て
圏
案
科
な
ど
い
ふ

⑪ 

小

場

恒

吉

れ
て
日
本
画
の
旧
套
を
打
破
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
「
元
声
会
か
た
ろ
ぐ
序
」
大
村

西
崖
）
。
日
本
画
革
新
の
道
を
こ
う
し
た
方
向
に
向
け
て
切
り
開
こ
う
と
し
た
人

に
小
坂
象
堂
が
あ
っ
た
が
、
元
声
会
は
さ
ら
に
そ
れ
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
会
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
素
明
と
百
穂
で
、
彼
ら
は
本
校
日
本
画

科
を
卒
業
し
た
の
ち
さ
ら
に
西
洋
画
科
に
入
っ
て
デ
ッ
サ
ソ
を
学
び
、
玉
章
に

学
ん
だ
円
山
派
写
生
画
法
か
ら
脱
却
し
て
行

っ
た
。
中
で
も
百
穂
は
、

素
明
が

漫
画
風
の
軽
い
作
を
多
く
出
品
す
る
よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た
の
に
対
し
て
生
真

面
白
な
態
度
で
写
生
の
研
究
に
つ
と
め
、
率
直
に
対
象
を
描
い
た
。
彼
は
本
校

の
卒
業
制
作
に
「
田
舎
嫁
入
」
と
題
す
る
題
材
、
空
問
表
現
、
筆
法
と
も
に
抜

き
ん
で
て
新
鮮
な
作
品
を
制
作
し
て
そ
の
オ
腕
と
自
然
主
義
的
な
方
向
性
を
早

く
か
ら
示
し
て
い
た
。

元
声
会
は
大
村
西
崖
や
平
子
鐸
嶺
（
日
本
画
科
よ
り
西
洋
画
科
へ
転
科
し
明
治
三

十
四
年
卒
業
）
の
強
力
な
支
持
も
あ
っ
て
暫
く
盛
況
を
続
け
た
。
こ
の
頃
、
西
崖

は
日
本
美
術
院
の
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
ら
の
い
わ
ゆ
る
朦
朧
体
画
風
を
徹
底

的
に
非
難
す
る

一
方
で
元
声
会
や
彫
塑
会
の
自
然
主
義
な
い
し
写
生
主
義
を
称

賛
し
、
新
聞
紙
上
に
盛
ん
な
論
評
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
元
声
会
は
第
五
、

六
回
展
（
明
治
三
十
五
、
六
年
）
を
過
ぎ
た
頃
に
な
る
と
、
そ
の
自
然
主
義
の
旗
織

が
次
第
に
不
明
瞭
に
な
り
、
活
動
も
下
火
と
な
っ
た
。

存
在
を
知
る
由
も
な
く
、
員
直
ぐ
に
日
本
聾
科
を
志
願
し
た
。
嘗
時
應
募
者

は
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
も
の
か
、
出
願
期
限
後
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
受
理

さ
れ
、
山
水
か
何
ん
か
の
新
案
を
か
4
さ
れ
、
夫
れ
が
無
事
通
過
し
た
の
で

あ
っ
た
。
此
時
の
校
長
は
岡
倉
〔
覚
三
〕
校
長
の
後
を
受
け
て
蒲
縫
的
に
任

命
さ
れ
た
女
高
師
校
長
高
嶺
秀
夫
氏
の
兼
務
で
あ
っ
た
。
有
名
な
美
校
騒
動

の
鎮
静
直
後
で
あ
り
、
冠
抱
の
制
服
が
麿
さ
れ
今
日
の
様
な
平
凡
な
洋
服
制

に
な
っ
た
時
で
あ
っ
た
の
で
、
恰
も
維
新
の
際
限
刀
令
が
出
て
も
刀
に
未
練

が
あ
っ
た
様
に
上
級
生
等
に
は
猶
抱
服
登
校
者
が
多
く
、
却
て
我
々
新
入
生

を
羨
ま
せ
た
も
の
で
あ
る
。
諸
先
生
は
几
帳
の
紫
紐
を
肩
か
ら
斜
に
腋
下
に

掛
け
そ
こ
に
何
と
な
く
美
校
と
い
ふ
特
異
性
の
趣
を
表
示
し
て
居
た
。

予
は
直
接
岡
倉
校
長
を
知
ら
な
い
が
、
営
時
高
等
工
業
學
校
長
は
手
島
精

一
氏
で
あ
り
、
蔵
前
に
手
島
、
上
野
に
岡
倉
あ
り
と
學
界
の
雙
璧
と
し
て
光

〔抱
〕

つ
て
居
た
。
岡
倉
校
長
の
美
術
學
校
に
到
す
る
泡
負
鰹
綸
は
、
熱
烈
に
し
て

非
凡
、
数
官
生
徒
を
打
つ
て
一
丸
と
し
、
互
に
心
服
し
合
っ

て
生
死
を
共
に

す
る
の
親
み
が
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
其
門
方
よ
り
諸
大
家
の
輩
出
し
た
こ
と
は

嘗
然
で
あ
っ
て
、
人

々
の
よ
く
知
る
所
で
あ
る
。
質
技
の
数
官
は
勿
論
で
あ

る
が
、
學
科
の
方
に
も
一
流
の
學
者
を
招
聘
し
て
数
壇
に
立
た

せ
ら
れ
た

が
、
明
治
三
十
一
年
営
時
に
も
猶
そ
の
な
ご
り
と
し
て
、
黒
川
員
頼

・
小
杉

檻
咄
・
森
鵡
外
•

本
田
種
竹

・

今
泉
雄
作
等
の
諸
先
生
が
居
残
っ
て
居
ら
れ

こ。t
 
黒
川
先
生
は
日
本
歴
史
の
老
大
家
で
あ
り
、
兼
々
藝
術
史
の
権
威
者
と
し

て
特
に
奈
艮
朝
の
歴
史
は
出
色
の
も
の
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
机
上
に
薬
瓶
を

置
い
て
時
々
飲
ん
で
居
ら
れ
た
の
で
、
一

同
を
不
思
議
が
ら
せ
て

ゐ
た
が
、

或
生
徒
が
そ
れ
を
一
口
失
敬
し
た
ら
砂
糖
水
で
あ
っ
た
と
い
ふ
笑
話
も
あ
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小
杉
先
生
ま
た
屈
指
の
國
文
學
者
で
、
故
質
に
通
じ
能
書
の
唇
れ
が
高
か

っ
た
。
言
辟
謹
巖
諄
々
と
し
て
書
道
史
を
説
か
れ
た
。
美
術
學
校
一
覧
菩
職

員
の
部
に
其
名
を
逸
し
て
居
る
が
、
美
校
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
存
在
に

小
嶋
憲
之

・

森
鴎
外
•

本
田
種
竹
の
三
先
生
が
あ
る
。
鵡
外
先
生
の
美
學
の

好
評
な
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
予
の
時
か
ら
は
大
村
〔
西
崖
〕
先
生
に

愛
つ
て
審
美
網
領
〔
森
鵡
外

・
大
村
西
崖
共
編
。
明
治
三
十
二
年
六
月
。
春

陽
堂
〕
を
講
義
さ
れ
た
。
小
嶋
先
生
の
用
器
盟
法
は
最
も
特
色
あ
る
學
科
の

―
つ
で
あ
っ
て
、
用
器
甕
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
厳
密
な
る
製
圏
の
練
習
で
あ

つ
て
、
學
生
か
ら
は
敬
畏
さ
れ
そ
れ
が
た
め
圏
聾
数
員
志
望
を
し
て
も
、
中

途
か
ら
落
伍
す
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

本
田
種
竹
先
生
は
支
那
歴
史
を
撥
嘗
さ
れ
、
網
鑑
易
知
録
を
教
授
さ
れ

た
。
数
科
書
と
し
て
は
大
部
の
も
の
で
あ
り
維
に
巻
初
の
ニ

・
三
十
枚
よ
り

進
ま
な
か
っ
た
。
先
生
と
し
て
は
特
徴
も
な
か
っ
た
が
、
詩
人
と
し
て
の
地

位
は
椀
南

・
宵
崖
と
鼎
峙
す
と
稲
せ
ら
れ
、
そ
の
南
都
懐
古
十
二
律
の
如
き

は
、
瑕
り
に
も
奈
一
艮
美
術
を
談
ず
る
人
な
ら
ば
、
口
吟
に
値
す
る
絶
唱
で
あ

る
。
其
他
支
那
の
綸
聾
史
や
書
憲
骨
董
に
も
通
逹
し
て
居
ら
れ
た
。
そ
の
令

嗣
は
死
滅
し
遺
墳
は
無
縁
と
し
て
角
筈
多
聞
院
の
墓
地
に
寂
し
く
建
つ
て
ゐ

る。
今
泉
先
生
は
美
校
の
教
授
と
し
て
最
も
適
材
で
あ
り
、
藝
術
道
に
か
け
て

は
宜
に
萬
能
で
あ
っ
た
。
岡
案
科
長
で
あ
り
緑
色
の
羽
織
に
紫
の
紐
を
掛

け
、
椅
子
に
端
座
し
て
日
本
美
術
史
を
口
述
さ
れ
た
。
懸
河
の
揺
は
其
の
博

識
と
と
も
に
、
聴
者
倦
む
こ
と
を
知
ら
な
い
名
講
義
で
あ
っ
た
。
一
句
ご
と

に
「
ソ
ノ
今
ノ
」
の
言
葉
を
連
焚
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
綽
名
の
様
に
な
っ

る。

て
居
た
。

他
の
先
生
の
様
に
ノ
ー
ト
を
院
ん
で
、
魏
鵡
の
様
な
講
義
を
す
る

の
と
違
つ
て
殆
ど
白
紙
で
あ
っ
た
。
博
學
多
オ
に
し
て
自
信
が
な
け
れ
ば
到

底
出
来
な
い
藝
営
で
あ
る
。
先
生
は
獨
り
日
本
美
術
史
に
精
通
獨
自
の
見
解

を
持
つ
て
居
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
日
本
圏
案
法
の
創
始
者
と
も
云
ふ
べ
く

従
っ
て
圏
案
の
見
識
は
、
高
尚
に
し
て
優
美
で
あ
り
他
人
の
追
従
を
許
さ
ぬ

も
の
が
あ
り
、
徒
ら
に
新
奇
を
競
ふ
外
國
向
き
の
濱
物
な
ど
は
全
く
眼
中
に

無
か
っ
た
。
か
ね
て
有
職
故
宜
に
明
か
に
、
書
甕
骨
董
の
鑑
定
は
紳
に
入

り
、
又
茶
に
華
に
表
装
に
造
詣
深
く
、
書
は
光
悦
、
聾
は
墨
箱
、
詩
歌
ま
た

素
人
の
域
を
脱
し
、
藝
道
一
と
し
て
可
な
ら
ざ
る
な
く
、
佛
學
も
優
に
一
寺

の
仕
職
に
な
り
得
る
有
資
格
者
で
あ
っ
た
。
予
も
多
く
の
先
生
に
就
い
た
が

未
だ
今
泉
先
生
の
様
な
偉
い
物
識
り
に
接
し
た
こ
と
が
な
い
。
博
士
以
上
の

侃
の
博
士
と
は
斯
か
る
逹
人
を
い
ふ
べ
き
で
あ
っ
て
、
今
後
と
も
恐
ら
く
は

此
の
様
な
人
は
不
世
出
で
あ
ら
う
。
學
校
を
辞
さ
れ
て
か
ら
＿
帝
室
博
物
館
の

工
藝
郡
長
と
し
て
重
き
を
な
し
、
時
々
美
校
で
科
外
講
義
を
催
さ
れ
た
。
正

木
〔
直
彦
〕
校
長
も
殿
々
其
門
を
訪
は
れ
、
我
々
も
よ
く
赦
を
乞
ふ
べ
く
出

か
け
た
も
の
で
あ
る
。
五
十
周
年
に
嘗
り
諸
先
生
の
墓
参
と
ま
で
は
行
か
な

く
と
も
、
そ
の
墳
墓
や
肖
像
は
た
筆
蹟
等
を
誌
上
に
掲
げ
る
こ
と
は
、
師
道

の
衰
微
し
て
職
業
化
し
た
今
日
と
し
て
極
め
て
有
意
義
の
こ
と
の
様
に
思
は

れ
る
。予
は
最
初
豫
科
の
日
本
霊
科
に
這
入
っ
た
。
牲
敷
の
廣
い
数
室
が
慮
々
に

あ
っ
て
、
山
名
〔
貫
義
〕

・
川
端
〔
玉
章
〕

・
荒
木
〔
寛
畝
〕
の
諸
大
家
が
各

室
の

一
隅
に
割
披
し
、
其
流
振
々
々
を
教
授
さ
れ
た
。
本
田
〔
天
城
〕

草
〔
神
来
〕

・
嶋
田
〔
友
春
〕
等
の
助
教
授
も
居
ら
れ
、
臨
聾

・
模
窓

・
｛鳥

生
•

新
案
等
を
交
互
に
課
し

、

時
に
は
御
手
本
を
も
描
い

て
く
れ
ら
れ
た
。 天

第 1章 動 揺 期 100 



は
ま
た
我
々
の
乞
に
應
じ
て
此
の
机
を
中
心
に
陶
磁
や
佛
赦
美
術
な
ど
の
講

使
用
は
自
由
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
紛
失
す
る
様
な
危
険
も
な
か
っ
た
。
先
生

殊
に
有
盆
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
家
先
生
は
各
々
其
席
に
於
い
て
依
頼
聾
の

製
作
を
揮
牽
さ
れ
、
生
徒
の
眼
前
に
於
い
て
質
演
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

暫
く
鰹
過
し
て
か
ら
座
席
を
麿
し
洋
霊
風
の
聾
架
を
立
て
4
揮
奄
さ
れ
、
却

つ
て
便
利
な
と
こ
ろ
も
あ
る
と
云
ふ
て
居
ら
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
居
る
。

嘗
時
世
間
は
豊
富
な
る
飲
食
店
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
居
な
か
っ
た
の
で
學

生
の
嗜
好
物
は
、
燒
芋
と
幽
子
に
限
ら
れ
こ
の
二
つ
に
依
つ
て
、
稀
れ
に
は

数
室
の
元
氣
を
養
ひ
勉
強
努
力
し
た
も
の
で
、
今
日
の
様
に
整
備
し
た
學
生

タ
イ
プ
に
な
っ
て
居
ら
ず
、
何
と
な
く
私
塾
風
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
文
庫
も

可
な
り
有
効
に
役
立
っ
た
。

予
は
本
科
一
年
の
時
に
圏
案
科
に
轄
じ
た
。
そ
れ
は
今
泉
先
生
の
膝
下
に

あ
っ
て
、
種
々
教
訓
を
受
け
た
か
っ
た
か
ら
の
こ
と
で
、
敢
て
闘
案
家
に
な

ら
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
裳
時
の
闘
案
科
赦
室
は
木
造
二
階
建
で
、

櫻
樹
の
林
間
に
孤
立
し
て
居
た
。
丁
度
今
の
會
計
課
〔
大
正
三
年
落
成
本
館

の
会
計
課
〕
の
あ
る
邊
の
位
置
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
此
の
時
は
千
頭
〔
庸

哉
〕
•
河
邊

〔
正
夫
〕
・
小
檜
山
〔右
近
〕
な
ど
い
ふ
秀
オ
の
多
か
っ
た
三

十
二
年
組
が
卒
業
さ
れ
た
直
後
で
あ
っ
て
、
生
徒
と
い
ふ
て
も
一
年
は
二

人、

三
年
四
年
は
各
一
人
、
先
生
と
い
ふ
て
も
今
泉
先
生
と
助
教
授
の
嶋
田

友
春
先
生
、
助
手
の
高
屋
肖
哲
先
生
位
の
も
の
で
頗
る
寂
し
か
っ
た
。
今
泉

先
生
は
階
下
性
敷
の
室
に
大
き
な
低
い
机
を
前
に
端
座
さ
れ
、
源
氏
湖
月
抄

な
ど
を
讀
ん
で
居
ら
れ
た
。
織
物

・
帯
地

・
浴
衣

・
笠
歳
飾
硯
箱

・
七
賓
飾

壷
な
ど
の
題
を
出
さ
れ
、
其
都
度
批
評
赦
授
さ
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
居

る
。
圏
案
の
参
考
閾
書
や
巻
物
類
は
全
部
、
科
へ
持
つ
て
来
て
あ
る
の
で
其

義
も
さ
れ
た
。

二
階
は
建
築
装
飾
の
数
室
で
生
徒
と
し
て
は
大
槻
才
吉
君
唯
一
人
、
先
生

も
ま
た
一
人
で
武
田
〔
五
一
〕
と
い
ふ
新
進
工
學
士
で
あ
り
、
恩
賜
の
時
計

組
と
し
て
頗
る
鼻
息
の
あ
ら
い
覇
氣
に
富
ん
だ
人
で
、
今
泉
先
生
に
挨
拶
さ

れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
先
生
は
少
し
も
氣
を
悪
く
も
さ
れ
ず
、
ま

あ
若
い
者
は
あ
ん
な
も
の
だ
と
歯
牙
に
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
獨
り
大
槻
君

は
武
田
先
生
か
ら
ギ
ュ
ウ
／
＼
い
ぢ
め
ら
れ
た
も
ん
だ
。
折
角
日
本
聾
流
の

装
飾
を
描
い
て
居
る
と
、
先
生
は
遠
慮
も
な
く
消
さ
れ
コ
ン
パ
ス
で
大
き
な

孔
を
あ
け
て
行
く
。
ま
る
で
毛
筆
と
コ
ソ
バ
ス
の
喧
嘩
の
様
な
も
の
で
一
長

、、

一
短
あ
り
、
勝
敗
は
預
り
と
い
ふ
慮
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
ぽ
ろ
袴
を
着
け
蓬

〔嶺
〕

頭
垢
面
の
長
措
大
平
子
鐸
鈴
氏
が
の
そ
り
と
遊
び
に
こ
ら
れ
、
二
人
で
よ
く

武
田
先
生
を
罵
街
し
て
居
た
も
の
で
あ
る
。
今
や
此
の
三
人
と
も
已
に
鬼
籍

に
入
っ
た
こ
と
を
思
へ
ば
、
吾
が
身
も
中
古
る
以
上
に
な
っ
た
こ
と
を
慨
嘆

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
予
も
ま
た
面
白
半
分
に
武
田
先
生
の
用
器
聾
法
と
西
洋

建
築
史
と
を
聴
講
し
た
の
が
も
と
に
な
っ
て
、
自
然
の
間
に
建
築
装
飾
の
方

に
進
む
様
に
な
っ
た
が
、
無
論
建
築
家
に
な
ら
う
な
ど
と
は
思
ふ
て
も
居
ら

ず
、
エ
藝
の
方
ま
た
同
様
で
依
然
志
望
は
日
本
霊
に
あ
っ
た
か
ら
、
寛
畝
先

生
の
門
下
生
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
も
上
逹
の
見
込
み
な
く
一
生
不
得
要
領
に

終
る
こ
と
に
な
っ
た
。

此
の
圏
案
科
の
建
築
装
飾
郡
は
即
ち
今
日
の
建
築
科
の
前
身
で
あ
っ
て
、

鳥
渡
面
白
い
菱
遷
史
を
も
つ
て
居
る
。
元
来
岡
倉
校
長
は
美
校
に
ふ
さ
は
し

い
五
年
制
の
建
築
装
飾
を
設
置
し
て
、
大
學
に
到
抗
さ
せ
よ
う
と
の
抱
負
を

〔
醤
ヵ
〕

以
て
、
多
く
の
貴
重
な
る
装
飾
開
係
の
洋
監
を
将
来
さ
れ
た
が
、
経
費
の
都

合
に
よ
っ
て
宜
現
さ
れ
ず
、
後
圏
案
科
の
中
に
同
居
潜
在
し
、
雙
方
の
間
に
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彦
〕
校
長
に
陳
情
し
た
り
、
岡
田
先
生
を
新
堀
の
僑
居
に
訪
問
し
た
も
の

な
る
何
物
か
の
あ
ら
ん
こ
と
を
期
待
し
、
早
速
一
部
の
生
徒
は
正
木
〔
直

不
徹
底
な
不
快
が
永
く
綴
績
し
た
。
併
し
建
築
装
飾
と
い
ふ
た
と
こ
ろ
で
美

校
畑
の
綸
聾

・
彫
刻

・
漆
エ

・
金
工
は
た
染
織
を
ぬ
き
に
し
た
ら
、
立
振
な

建
築
装
飾
は
成
立
し
な
い
。
然
か
も
是
等
諸
大
家
を
自
由
に
操
縦
し
て
、
岡

倉
校
長
の
理
想
を
買
現
す
る
こ
と
は
頗
る
難
事
で
あ
り
、

一
方
世
間
の
要
需

も
乏
し
い
の
で
次
第
に
平
凡
化
し
、
大
正
十
二
年
に
至
り
純
然
た
る
専
門
學

校
の
然
も
五
年
制
と
い
ふ
長
い
類
の
な
い
建
第
科
が
獨
立
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
岡
倉
先
生
も
地
下
で
苦
笑
し
て
居
ら
れ
る
こ
と
だ
ら
う
。

工
藝
園
案
の
方
で
は
明
治
一
――十
三
年
に
澤
田

〔
誠
一

郎
〕

吉
〕
の
雨
君
が
入
學
さ
れ
て
か
ら
以
後
は
、
年
々
志
願
者
も
多
く
な
り
数
室

も
東
の
方
に
移
り
、
建
築
装
飾
部
に
は
大
澤

〔三
之
助
〕
先
生
が
こ
ら
れ
、

三
十
五
年
四
月
に
は
日
本
聾
科
出
身
の
嶋
田
佳
突
先
生
が
、
高
等
工
業
學
校

を
辟
さ
れ
美
校
圏
案
科
長
の
椅
子
に
つ
か
れ
、
鋭
意
其
職
に
霊
さ
れ
、
爾
後

宜
に
三
十
年
間
の
長
き
に
亘
り
、
母
校
の
後
進
子
弟
を
教
育
さ
れ
た
が
、
昭

和
七
年
和
田
英
作
氏
が
校
長
と
な
る
や
辟
職
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
。
由
来
園

案
科
出
身
者
に
は
昔
の
相
阿
蒲

・
光
悦

・
遠
州

・
光
琳
の
様
な
大
家
に
乏
し

く
、
且
つ
圏
案
そ
の
も
の
も
縁
の
下
の
力
持
に
終
始
す
る
様
な
嫌
が
あ
る
の

で
、
少
し
志
の
あ
る
人
は
作
家
に
轄
向
し
よ
う
と
い
ふ
傾
向
を
多
分
に
有

し
、

澤
田
〔
誠

一
郎
〕
•

富
本

〔
憲吉
〕
・

廣
川

〔松
五
郎
〕
の
三
君
な
ど

正
に
其
適
例
で
あ
る
。
従
っ
て
圏
案
科
出
身
の
多
く
は
洋
霊
な
り
、
日
本
霊

な
り
の
大
家
の
前
に
は
無
條
件
に
頭
が
さ
が
る
。
此
頃
丁
度
岡
田
三
郎
助
先

生
が
蹄
朝
さ
れ

〔明
治
三
十
五
年

一
月〕
、
そ
れ
が
圏
案
科
の
数
官
と
な
ら

れ
る
と
い
ふ
の
で
、
全
生
徒
の
歓
迎
と
な
り
、
そ
こ
に
新
鮮
な
る
西
洋
圏
案

・
十
二
町

〔貞

だ
。
此
時
先
生
は
押
入
れ
改
造
の
ベ
ッ
ト
か
ら
徐
ろ
に
ぬ
け
出
て
こ
ら
れ
、

應
接
せ
ら
れ
た
こ
と
を
今
に
記
憶
し
て
居
る
。
併
し
先
生
は
い
く
ら
大
家
で

〔趣
〕

も
洋
霊
家
で
あ
っ
て
岡
案
家
で
は
な
い
。
越
味
嗜
好
の
上
の
闘
案
な
ら
と
も

か
く
、
全
般
的
に
亘
つ
て
日
本
特
色
の
あ
る
圏
案
の
解
さ
れ
様
筈
は
な
い
。

叉
専
門
以
外
の
仕
事
に
ま
で
手
を
出
さ
れ
る
様
な
野
心
家
で
も
な
く
、
詢
に

純
な
る
藝
術
家
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
待
望
し
た
闘
案
科
の
改
l

艮
も
有
耶
無
耶

に
な
り
て
、
豫
期
に
反
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
先
生
の
温
厚
博
愛
な
洋
霊

の
教
授
振
り
は
、
長
く
圏
案
科
の
心
服
す
る
虞
と
な
っ
て
、
人
差
を

一
身
に

集
め
て
居
ら
れ
た
。
斯
く
て
明
治
四
十
二
年
に
新
校
舎
即
ち
今
日
の
教
室
へ

移
轄
し
た
。
此
の
前
後
を
通
じ
て
叙
上
の
先
生
以
外
に
エ
藝
岡
案
の
方
に
は

河
邊
〔
正
夫
〕
・
千
頭
〔
庸
哉
〕
建
築
装
飾
の
方
に
は
大
澤

・
古
宇
田
〔
実
〕

．

岡
田

〔信

一
郎〕
、
彫
刻
に
は
竹
内
〔
久
一
〕
等
の
諸
先
生
が
居
ら
れ
、
夫

々
熱
心
な
る
指
導
振
り
を
装
揮
さ
れ
た
。
河
邊
先
生
は
伎
個
卓
絶
其
の
卒
業

製
作
〔
「
倶
楽
部
建
築
図
案
」
本
学
芸
術
資
料
館
蔵
〕
の
如
き
は
敬
服
の
至

り
で
あ
り
、
千
頭
先
生
ま
た
闘
案
に
劉
す
る
天
オ
の
持
主
で
あ
っ
た
。
建
築

装
飾
部
の
諸
先
生
は
妓
に
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
定
評
の
あ
る
人

々
で
あ
る

が
、
大
澤
先
生
は
美
校
と
と
も
に
終
始
さ
れ
た
長
者
で
あ
り
、
予
の
同
學
森

田
洪
君
な
ど
は
特
に
そ
の
脊
顧
を
受
け
た
。
竹
内
久
一
先
生
は
木
彫
の
大
家

で
彩
色
に
長
じ
て
居
ら
れ
た
。
夙
に
奈一
艮
に
遊
ん
で
古
彫
刻
を
硲
究
さ
れ
、

か
ね
て
工
藝
品
の
品
評
に
秀
で
ら
れ
江
戸
ッ
子
風
で
あ
り
、
よ
く
比
喩
警
句

に
よ
り
人
を
誘
導
さ
れ
た
。

〔
下
略
〕

（『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
誌
』
第
十
九
号。

昭
和
十
五
年
十
月
）
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